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(57)【要約】
【課題】低コストに使用性及び取扱性等に優れた垂下式
海面養殖カゴを提供する。
【解決手段】海面付近より海中に垂下され、養殖対象生
物を集約的に海面養殖する。外枠１１にネット１３が張
着されてなる外カゴ１０と、外枠１１の内側沿い配置さ
れた内枠２１に養殖対象生物を個別に収容する複数のポ
ット２３が配列されてなるポットユニット２０とを有す
る。外カゴ１０の上部開口１６から給餌すると共に、そ
の底部にて残餌を含む不要物を回収し得るようにした。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　海面付近より海中に垂下され、養殖対象生物を集約的に海面養殖するようにした垂下式
海面養殖カゴであって、
　外枠にネットが張着されてなる外カゴと、前記外枠の内側沿い配置された内枠に養殖対
象生物を個別に収容する複数のポットが配列されてなるポットユニットとを有し、
　前記外カゴの上部開口から給餌すると共に、その底部にて残餌を含む不要物を回収し得
るようにしたことを特徴とする垂下式海面養殖カゴ。
【請求項２】
　前記ポットユニットは、前記ポットを保持するポットホルダを有する複数のポット枠を
有し、上下に多段構成されることを特徴とする請求項１に記載の垂下式海面養殖カゴ。
【請求項３】
　前記外カゴの最上段及びその下段の前記外枠を相対回転させることにより、前記外カゴ
上部に張着された前記ネットによって絞り部が形成されることを特徴とする請求項１又は
２に記載の垂下式海面養殖カゴ。
【請求項４】
　前記外カゴの下端部に底部スポットを有し、この底部スポット内に前記不要物を回収し
得る回収容器が収容されることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の垂下式
海面養殖カゴ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は頭足類、特にマダコ等を代表とする養殖対象生物を海面養殖するのに好適な垂
下式海面養殖カゴに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、タコの消費量は年々増加しており、一方タコ壷を使用する従来からの漁法は次第
に衰退しつつある。この種の頭足類に対する需要は今後継続して増大すると考えられ、現
状のみならず将来的にも供給困難になると予想されている。
【０００３】
　最近になり頭足類の養殖技術が開発されつつあるが、その研究は端緒についたばかりで
あり、産業養殖としての歴史は浅いのが実情である。ここで、特許文献１には産業養殖の
実用化に向けたタコ養殖用システムに関する技術が開示されている。この養殖用システム
は、全面的又は部分的に個別化されたコンパートメントに細分された養殖モジュールにタ
コを集めるようになっている。
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－２６２４８８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来例では金属部材を多用しているため重量があり、必ずしも取扱
が容易でない。また、残餌やタコの糞を回収する手段を有せず、それらを海中に垂れ流す
ことで環境汚染の問題が懸念される。給餌の際、コンパートメント単位で１固体ずつ投餌
するため、そのための多大な手間と時間を要し、結果的にコスト高にならざるを得ない。
更に、摂取されない餌が、コンパートメント内で残餌となってしまい、あるいは養殖場に
負荷されて自家汚染を招来する等の問題がある。
【０００６】
　本発明はかかる実情に鑑み、低コストで使用性及び取扱性等に優れた垂下式海面養殖カ
ゴを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　本発明による垂下式海面養殖カゴは、海面付近より海中に垂下され、養殖対象生物を集
約的に海面養殖するようにした垂下式海面養殖カゴであって、外枠にネットが張着されて
なる外カゴと、前記外枠の内側沿い配置された内枠に養殖対象生物を個別に収容する複数
のポットが配列されてなるポットユニットとを有し、前記外カゴの上部開口から給餌する
と共に、その底部にて残餌を含む不要物を回収し得るようにしたことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の垂下式海面養殖カゴにおいて、前記ポットユニットは、前記ポットを保
持するポットホルダを有する複数のポット枠を有し、上下に多段構成されることを特徴と
する。
【０００９】
　また、本発明の垂下式海面養殖カゴにおいて、前記外カゴの最上段及びその下段の前記
外枠を相対回転させることにより、前記外カゴ上部に張着された前記ネットによって絞り
部が形成されることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の垂下式海面養殖カゴにおいて、前記外カゴの下端部に底部スポットを有
し、この底部スポット内に前記不要物を回収し得る回収容器が収容されることを特徴とす
る。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、養殖カゴ内に多数のポットが配列され、マダコの集約的養殖を実現す
ることができる。また、リサイクル品を使用可能であり、低価格で取扱性に優れ、耐久性
の高い養殖カゴを提供することができる。
【００１２】
　また、養殖対象生物のマダコの成長段階に合せてポットサイズを選択することができ、
常に良好な飼育環境を提供する上、清掃等を簡単且つ的確に行うことができる。更に、給
餌作業の容易化を図ると共に作業時間を大幅に短縮することができる。
【００１３】
　また、回収容器に残餌や糞の不要物等が回収され、養殖対象生物に対する好適な飼育環
境を提供すると同時に、水質汚染を防止して環境保全の点からも所謂、環境に優しい養殖
システムを実現する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図面に基づき本発明による垂下式海面養殖カゴの好適な実施の形態を説明する。
　図１は、本発明の実施形態における垂下式海面養殖カゴ（篭）１の全体構成を示してい
る。養殖カゴ１は、図示のように海面付近より海中に垂下され、養殖対象生物を集約的に
海面養殖するようにしたものである。この実施形態において養殖対象生物として典型的に
は頭足類、特にマダコの例とする。
【００１５】
　図１に示すように養殖カゴ１は、外枠１１にネット（もしくは網）１３が張着されてな
る外カゴ１０と、外枠１１の内側沿い配置された内枠２１にマダコを個別に収容する複数
のポット（あるいはコンパートメント）２３が配列されてなるポットユニット２０とを有
する。そして、外カゴ１０の上部開口１６から給餌すると共に、その底部にて残餌を含む
不要物を回収し得るようになっている。
【００１６】
　次に、養殖カゴ１の具体的構成例について説明する。先ず、外カゴ１０において図２に
も示すように外カゴ１０の中核部を構成する塩化ビニール製の外枠１１Ａ～Ｃが、連結部
材１２を介して上下に間隔をあけて結合する。また、最上段の同様に塩化ビニール製の外
枠１１Ｄとの間に上部１４を有し、下段の外枠１１Ｃの下方に下部１５を有する。この例
では外枠１１は例えば円形とし、従って外カゴ１０の基本形状は概して円柱状である。な
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お、この形状については円形に限らず、例えば多角形等も可能である。
【００１７】
　外カゴ１０全体は一部（開口１６）を除き、ネット１３が張られる。この場合、外枠１
１Ａ～Ｃ及び下部１５の部位のネットは目合８ｍｍの黒色ネトロン製とし、上部１４のネ
ットは目合１０ｍｍの黒色ポリエチレン製とする。
【００１８】
　上部１４には外カゴ１０（開口１６）を塞ぐための絞り部１８が設けられる。また、下
部１５の下端中央部には底部スポット１７が設けられ、この底部スポット１７内に後述す
る回収容器３０が安定収容される。
【００１９】
　ここで、絞り部１８は、最上部の外枠１１Ｄとその下段の外枠１１Ａとの間で相対回転
させることにより、上部１４に張着されたネットによって形成される。即ち、例えば図２
の矢印Ａのように外枠１１Ｄを数回（３回転程度）回転させることにより、上部１４のネ
ットが絞り込まれる。養殖カゴ１を養殖場に設置する場合、上記のように絞り部１８を形
成し、その後外枠１１Ａと外枠１１Ｄとを４ヶ所程度ヒモで相互に括り付ける。更に、例
えば４本程度のロープ１０１（図１）を使って外枠１１Ａを、海面に浮かばせたフロート
（もしくは筏）１００と連結する。
【００２０】
　次に図３及び図４は、本実施形態におけるポットユニット２０の構成例を示している。
ポットユニット２０において上下一対の塩化ビニール製の内枠２１間にその周方向に沿っ
て、複数のポット枠２２が固定される。ポット枠２２は複数のポットホルダ２２ａを有し
、各ポットホルダ２２ａにポット２３が装着される。
【００２１】
　本発明では特に、ポット枠２２及びポット２３は合成樹脂製（例えはアクリル製）の園
芸用のものが使用される。これらは所謂、リサイクル品を使用可能であり、軽量且つ低価
格である。ちなみに、ポット２３の重量は約０．２２ｋｇであるのに対して、陶磁器製の
タコ壷にあっては約４．６ｋｇであり、約１／２０の重量である。このように軽量である
ため取扱性に優れており、また使用上仮に落下等しても破損等の心配がない等々の利点が
ある。なお、ポット２３は黒色又は暗赤色のものが好適である。
【００２２】
　ポット枠２２には例えば図３のように複数のポットホルダ２２ａが配列され、各ポット
ホルダ２２ａはポット２３を収容し得るように凹陥状に成形されている。ポット２３は典
型的な植木鉢状であってよく、即ち底部に向かって先細になるように適度にテーパがつい
たものであってよい。ポット２３をポットホルダ２２ａに装着する際には、図３及び図４
の矢印Ｂのようにその底部からポットホルダ２２ａ内に押し込んで簡単に装着することが
できる。その場合、ポット２３の底部に直径１～２ｃｍ程度の穴が開いており、この穴と
ポット枠２２とが結束バンド等によって固定される。
【００２３】
　ポットユニット２０は図１のように外カゴ１０内に収容される。図４に示されるように
外枠１１の径Ｄ1と内枠２１の径Ｄ2につき、Ｄ1＞Ｄ2 、即ち内枠２１は外枠１１よりも
若干小径になっている。この例では図１に示すように上下２段のポットユニット２０が外
カゴ１０内に設置される。この場合、下段側のポットユニット２０の下側の内枠２１を外
枠１１Ｃに結束バンド等によって固定される。このように固定された下段側のポットユニ
ット２０の上に、更に上段側のポットユニット２０が載置されるが、この場合両者は相互
に結束しなくてもよい。
【００２４】
　次に図５は、本実施形態における底部スポット１７の構成例を示している。前述したよ
うに外カゴ１０の下端部の底部スポット１７内には、不要物等を回収し得る回収容器３０
が収容される。この場合、回収容器３０の吊りロープ３２は開口１６から垂下され、その
下端に錘３１が結び付けられる。錘３１は所謂、土のう袋等によって構成され、養殖カゴ
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１全体を安定させる。回収容器３０は固定紐３３によって吊りロープ３２と連結される。
また、重石３４は回収容器３０を底部スポット１７内で安定収容させる。
【００２５】
　上記構成において養殖カゴ１は、図６の設置例のように例えば「田」字状のフロート１
００を海面に浮かばせ、その場合４つの内側空所にそれぞれ養殖カゴ１が配置される。各
養殖カゴ１とも図１のようにフロート１００に支持されながら、海中に垂下される。外カ
ゴ１０内に収容されたポットユニット２０には多数のポット２３が配列され、マダコの集
約的養殖を実現することができる。
【００２６】
　ここで、本発明による養殖カゴ１の主だった特長を説明する。先ず、ポット枠２２及び
ポット２３等は前述のようにリサイクル品を使用可能であり、これにより低価格で実現可
能である。主要構成部材を合成樹脂製とすることで軽量であるため取扱性に優れ、また使
用上特に陶磁器製のタコ壷と異なり、落下等しても破損等の心配がない。
【００２７】
　ポット２３はポット枠２２に容易に着脱可能であり、またリサイクル品としてあらゆる
サイズのものが入手可能であるため、マダコの成長段階に合せてポットサイズをきめ細か
く選択することができる。ポット２３の口径は既存のタコ壷と比して大径であるから、餌
を摂取し易く、またポット２３内部の清掃等を簡単且つ的確に行うことができる。
【００２８】
　また、絞り部１８による絞り止め方式により開口１６を迅速且つ簡便に開閉することが
できるため、給餌に際して開口１６を介して投餌することで給餌作業の容易化を図ると共
に作業時間を大幅に短縮することができる。
【００２９】
　また、外カゴ１０の底部スポット１７内の回収容器３０には、図５に示したように残餌
や糞等の不要物が回収される。これによりマダコに対する好適な飼育環境を提供すると同
時に、水質汚染を防止して環境保全の点からも所謂、環境に優しい養殖システムを実現す
る。
【００３０】
　その他、本発明の養殖カゴ１は再利用が可能であり、耐用年数として最小限１０年以上
が可能である。また、使用・取扱性に優れるため例えば身体的にハンディキャップを有す
る人でも操作可能である。
【００３１】
　以上本発明の実施形態について説明したが、本発明はこの実施形態で説明した数値例等
にのみ限定されるものではなく、本発明の範囲内で変更等が可能である。
　例えば上記実施形態ではポットユニット２０が上下２段の場合の他、３段以上の構成と
してもよい。
　また、本発明の養殖カゴ１の用途としてマダコ等の頭足類の他、テリトリーを持つ水生
生物の住処や隠れ家としても汎用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の実施形態における養殖カゴの全体構成例を示す斜視図である。
【図２】本発明の実施形態における外カゴの構成例を示す側面図である。
【図３】本発明の実施形態におけるポットユニットの構成例を示す斜視図である。
【図４】本発明の実施形態におけるポットユニットの構成例を示す平面図である。
【図５】本発明の実施形態における底部スポットの構成例を示す斜視図である。
【図６】本発明の実施形態における養殖カゴの設置例を示す平面図である。
【符号の説明】
【００３３】
１　養殖カゴ
１０　外カゴ
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１１　外枠
１３　ネット
１４　上部
１５　下部
１６　開口
１７　底部スポット
１８　絞り部
２０　ポットユニット
２１　内枠
２２　ポット枠
２３　ポット
３０　回収容器
３１　錘
３２　吊りロープ
１００　フロート

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】
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